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工事ををれる方へ 

■ この工事説明書をよ < お読みのラえ、 
正しく設置してください。 

特に r を全上のごを意」（豚2〜3ページ） 
は、設置前に必ずお読みいただを、を全に 
設置してください。 

参電源配線工事には、電気工事±の資格 
び必要です。 

参工事終了後は、必ず本書をお客様に 
おミ度しください。 

■ 別売の機器を増設する場合は、「配線系統 
図」 ] 7ページ〜裏表紙)を確認して 
<ださい。 

■本書では、カラーモニター親機を 

「ドアホン親機」、カラーカメラ玄関テ機を 
「ドアホン」、と表記しています。 


もくじ 

を全上のごを意 . 2 

付属品について . 3 

設置上のお願い . 4 

♦設置場所について . 4 

•工事について . 已 

ドアホンを取り付ける . 8 

ドアホン親機を取り付ける ..... 12 

配線系統図 . 17 


※既設の配線を使用ずる場合は、「工事につ 
いて」（陪=日〜7ページ)を必ずお読みくだ 
さし、。 






























































まを上のごを意 Of 、 ずお守りください) 


お使いになる人や他の人へのを害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、 
次のよラに説明しています。 


■ 表示内容をお視して誤つた使い方をしたときに生じるを害 
や損害の程度を、次の表示で区分し、説明していまず。 


A 警告 


この表示の欄は、「死 t または重傷 
などを負う可能性び想定される」内 
容です。 


A 注意 


この表示の欄は、「傷害を負ラ可能 
性または物的損害のみび発生する 
可能性び想定される」内容です。 


■お守りいただく内容の種類を、次の 
絵表示で区分し、説明していまず。 

(下記は絵表示の一例でず） 


iOi このよラな絵表おは、しては 
V V いけない「禁止」内容でず。 


〇 この絵表示は、必ず実行して 
し、ただく「強制内容でず。 


^警告 

V. _ J 


■ AC 100 V の電源直結 
工事は資格を持つちが 
巧ラ 

■電源 ( AC 100 V )を 
入れたまま配線工事を 
しない 

■雷のとをは配線工事を 
しない 

感電の願になりま 
す。 

/ V 、感電の原因にな0ま 

-感電の願に 
なりまず。 

• 電源配線工事には電気工事± 

の資格び必要です。 

販売店へご相談 < ださい。 

禁止 

禁止 

■機器の内部には絶対に 
触れない（高電圧あり） 

■指定 1 U がの端子に電源 
( AC 100 V )を接続し 
ない 

■質量に耐える指定の 
方まで取り付ける 

感電の原因にな0ま 

接触禁止 

シヨー トして乂災 • 
感電の願になりま 

禁止 

ゆるみやはずれで落 
■ ■ 下し、事故の願に 
なりまず。 

■ コンセントや配線器具 
の定格を超える使いか 
たや、 AC 100 V 腸 
での使用はしない 

■ ドアホン親機は水や薬 
品のかかる場所、湿気 
やほこりのをいところ 
に設置しない 

■チャイム線など既設の 
配線を利用する場合は、 
AC 100 V が通電され 
ていなしにとを確認する 

たこ足配線などで定 
格を超えると、発熱 
による火!^の願に 
禁止な0まず。 

-感電の願に 
なりまず。 

禁止 

そのまま使巧ずる 
と、感電の願に 
なりまず。 

♦販売店へご相談ください。 
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A ミ主意 


■ 屋外配線する場合は、 

雷サージ保護のため、 

避雷器を取り付けるか、 
保護管を使用して埋設 
配線する 



感電の原因になる 
ことがあります。 


■ ±中埋設配線する場合は、 ■ ±中埋設配線する場合は、 
保護管を使用する ±中での接続はしない 



使巧しないと、 
感電の原因になる 
ことびありまず。 


0 絶縁劣化によ0、 
感電の原因になる 
ことびありまず。 

禁止 


付属品について 

• ご確認のラえ、不備な点びございましたら、お買い上げの販売店へお申し付けください。 



n 

ドアホン親機用 ^ 


m 


__ jj 

客費场 III 

(カラーモニター親機用！） 







•> 1 •了 





□壁掛け金具 


□壁掛け用木ねじ•ルねじ 


個 


.各吕個 


り卿'卿 1ザ1化 
巧巧 咖，放 

木ねじ 

(4 mm X 16 mm) 


ルねじ 

(4 mm X 2已 mm ) 


I ドアホン親機の背面にありまず。 

I ドアホン親機のイラストは、 
VL - MW 1 已 0 K をイま用していまず。 


ドアホン用 

(カラーカメラ玄関子機用） 


□壁掛け用木ねじ•ルねじ 


.各吕個 


•か の怖化 


0 ® 


木ねじ ルねじ 

(3.8 mm x 20 mm ) (4 mm x 2已 mm ) 

• ドアホンの背面にありまず。 
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設置上のお願い 



〔こんなところには設置しない) 

故障や通話不良などの原因にな0まず。 

♦振動、衝撃のあるところ 

♦硫化水素、リン、アンモニア、硫黄、炭素、酸、ほこり、有青ガスなどの発生ずるところ 
♦反響のをいところ 

♦テレビ、電子レンジ、パソコン、エアコンなど、電気製品の近く 

〔ドアホン親機の設置について J 

♦本機は、 2.4 GHz (ギガへルツ)の周波数帯の電波を利用していまず。 

詳しくは取扱説明書(複数あるときは r 共通-ドアホン親機編 J ) の r 使用上のお願い J および 
r 電波について J をよくお読みのラえ、設置してください。 

• 強電界地域では、映像や音声にノイズなどが入ることびありまず。 

• ドアホンか 5 約已 m む上離して設置してください。 

参本体の上下左ちに 20 cm ULh ①空間をとってください。 （誤動作や通話の途切れ防止） 

• 本体を埋め&まないでください。 

♦別売品のドアホンアダプターで、ドアホン親機と電話機/ファクス(パナソニック製のドアホン巧な 
機種)を接続ずるとき 

-► ドアホン親機は、ドアホンアダプターと電話/ファクス親機からそれぞれ] m な上※離してくだ 
さい。 

※デジタルコードレスの電話機/ファクスをご使用の場合で、モ機 (VL-W603) を電話/ファクス 
親機に登録(増設)せずに使ラときは、ドアホン親機と電話/ファクス親機の間を約 3 m じ(上 
離してください。（親機同±の電波干渉を防ぐため） 

ドアホンの設置について ） 

• 背面に水などび直接かか 5 ないよラにしてください。 

参下図のように反響のをい場所では、「ピー」といラ音び鳴ることびあります。 



♦下図のような場所への設置は避けてください。 
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工事について 


参電源に ついて： 必ず遮断装置を介した次のいずれかの方法で接続ずる。 

(1) 電源コンセントの近<に設置し、遮断装置(電源プラグ）に容易に手び届<こと。 

(2) 3.0 mm LU 上の接点距離を有ずる分電盤のブレーカーに接続ずる。 

ブレーカーは保護アース導体を除くを電源のずべての極び遮断でさるちのを使用ずること。 

♦既をまたは新設のドアホン配線などを接続ず 
る場合は、接続工事の前に、必ず大地アース 
と配線との絶縁おお、配線2線間の絶縁おお、 

および配線の線路抵巧値(直流 j レープおお)を 
測定のラえ、ち記のお巧値と照合し、異常の 
ないことを確認してから接続工事を行ラ。 

• 本機は電気設備技術基準による施工を行ラ。 

• 使用する i 里込みボックスに、堅牢な隔壁(電源線とその他の信号配線巧の間）を設ける。 

• 金属ボックスを使用する場合は D 種接地を行ラ。 

• 配線巧は AC 600 V L ソ上の絶縁電線を使用ずる。 

参ノイズ障害び考えられる場合は、金属配管の中に接続線を通して工事を行ラ。 

(金属管は必ず大地アースをずること） 

♦ AC 100 VL ソ上の電力線(電灯線）とは] m L ソ上離して配線工事ずるか、別々の金属管による配管 
工事を行ラ。 

参ドアホン親機の信号線接続端テは、速結端モになっているため LU 下の方法での結線を行ラ。 

(接続でさる線種などについては陪 M 7ページ〜裏表紙） 


絶縁ぉ抗値 

DC 已00 V にて] MQ じ(上 

線路抵抗値 

直流抵抗計にてループ抵抗 

10 Q な内(総長] 00 m な内で） 



♦誤配線、ショートなどびないことを確認後、ドアホン親機の電源を入れる。 


(次ページにつづく） 

己 















































設置上のお願い（つづを) 


工事について(つづを) 


C 既設の配線を使用するとき ) 

今お使いのチヤイム、ベル、ブヴ ー、 テレビドアホン、音声ドアホンの配線を使用して、本機を取り 
付けるとさ 

参既設の配線に電源 ( AC 100 V 、吕4 V など)び接続されている可能性びあり、接続ずると故障の 
原因になりまずので、瓜ず電気工事±の資格を持つ方び工事を行つてください。 

参工事の際は、まず既設配線の電源を切り、配線材の線種 （00.6 已 mm または¢0.8 mm ) を確認後、 
下記の手順で配線してください。 

※線種び01.日 mm のとさは、00.6已 mm または00.8 mm の配線材に取り替えてください。 
※線種び r より線」の場合は、棒型圧着端テを接続してから取り付けてください。 （ c 穿]已ページ） 


■ 既設の配線例と取り付け手順 

①トランスの電源線 (AC1 00 V または 24 V) 
を外ず 

《トランスの電源線を、ドアホン親機の 
速結端子に接続しないでください。 


②押しボタンの配線にお)を外し、ドアホンに 
接続ずる 

@チャイムの配線 (2 お)を外し、両先端を 
つなぐ（シヨートずる） 


@巧しボタンとチャイムからの配線に就を 
外し、ドアホン親機の速結端テに接続ずる 

魯 ドアホン親機の電源 (AC1 00 V) を入れる 


①電源線 (AC1 00 V または 24 V) を外ず 

《電源線を、ドアホン親機の速結端子に 
接続しないで < ださい。 

這)巧しボタンの配線にお)を外し、ドアホンに 
接続ずる 


這)チャイムの配線 (2 お)を外し、両先端を 
つなぐ（シヨートずる） 

@押しボタンとチャイムからの配線に就を 
ドアホン親機の速結端テに接続ずる 

⑤ドアホン親機の電源 (AC1 00 V) を入れる 


乾電池の交換び不要なチャイムなど （ B ) 

① 

AC100 V 
または 
AC24 V 


目 


曾 


1③ r 


0 ) 


押しボタン 


I!11111 


チャイム 
(ベル、ブザー） 


乾電池の交換が不要なチヤイムなど （ A ) 


の 



巨 


















































工事について(つづを) 


乾電池式のチャイム 



押しボタン 


チャイム 
(ベル、ブザー） 


①チヤイムの乾電池を取り外ず 

( D 巧しボタンの配線にお)を外し、ドアホンに 
接続ずる 

這)チヤイムの配線 (2 お)を外し、ドアホン親機 
の速結端テに接続ずる 

@ ドアホン親機の電源 ( AC 1 00 V )を入れる 



①既設のドアホン親機の電源線 ( AC 1 00 V )を 
外ず 

©既設のドアホン親機とドアホンを取り外ず 

※既設のドアホン親機を取り外ず前に、新しい 
ドアホンを接続しないでください。 

③既設のドアホンの配線 (2 お)を新しい 
ドアホンに接続ずる 

@既設のドアホン親機の配線 (2 お)を新しい 
ドアホン親機の速結端テに接続ずる 

⑤ドアホン親機の電源 ( AC 1 00 V )を入れる 


■ 配線完了図 
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ドアホンを取り付ける 


^ 取り付け位置とカメラに映る節囲について(単位： mm ) 

下記は、カメラから約已00 mm 離れた場合の数値でず。 


■ カメラ角度ぴ（正面）お買い上げ時 

♦標準位置(本体中むまでの高さび約]4已〇 mm ) に設置ずる場合 


本体 

中む 


約14已〇 


(上から見た場合) 

(映る範囲） 




下図のよラに、標準位置よりない位置や、左またはちに離れた位置に設置ずる場合には、 
カメラ角度調節レバー （ C 穿] 0ページ)で、映る範囲を調節でさまず。 


■ カメラち度1已° (上向き） 

参本体中むまでの高さび約 ]] 00 mm に 
設置ずる場合 

約] 690 


■ カメラち度1已° (左も）※ 

♦正面より左またはちに離れた位置に 
設置する場合(例：左向さ]已°) 

〈レバーを左へ移動〉 



※ただし上向き1已°のときは、 
左またはち向きに約7°まで 
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露出ケースをがず 


@ねじをゆるめる 



露出ケース 


〇ねじカ パーを 
上げる 



©ドラィバー 


2露出ケースを壁面に確実に取り付ける 


■ スイッチボックスに取り付けるとを 

ルねじ (4 mmx 2 已 mm 付属品） 



JIS 1 個用スイッチボックス (カバー付き） 

♦カノ（一なしには取り付けられません。 

参スイッチボックス底面には水抜さ巧を設けてください。 

垂直で平5な堅 


♦既設の配線を使用する場合、電源線 ( AC 1 00 V など)の可能性びあり 
ます。そのとさは、電源を取り除いてください。 （ c 穿日〜7ページ） 


■ 壁に直接取り付けるとを 

木ねじ (3. 8 mm x 20 mm 付属品) 



(次ページにつづく） 
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ドアホンを取り付ける（つづを) 


3カメラレンズの角度を調節ずる 


♦最大1已°の範囲内で、自由な角度に調節でさまず。 




レ 


® 凹 g 

. — が — 

1 


左向さち iqj 
撮大1皆) 


巧け 

Wy 


角度調節レバー 


ち向を力向 
慮大1亩) 


上向さ方向 
撮大 ] 日〇 


<角度調節レバーの調節例> 

(正面向を） （上向を） （ち向を） （ち上向を） 







※左向さ、左上向さにち調節でさまず。 


が お知らせ J 

♦カメラのレンズを「左上向き」または「ち上向き」に設定ずると、画像びひずむことびありまず。 


4配線材を接続ずる 


@ねじを締める 



10 














































































5 本体を取り付け、固定ずる 



露出ケース 


〇ねじを締める 
@ねじカバーを閉める 



• 雨水を抜くための水抜さ巧 (4 か所)は、 



所ぉ知!5せ） 

♦下記のカメラち度調節台(別売品)を使うと、 
ドアホンの取付角度を変えることびでさまず。 
詳しくは、カメラち度調節台に付属の説明書を 
ご覧ぐださい。 （200 日年10月現在) 


品番 

備考 

VL -1301 A 

縦用 

補正角度：上下方向6° 

VL -1302 A 

横巧 

補正ち度：左ち方向3ぴ 


〔エントランスポールやヴインポストへの取り付けについて) 

♦下記のエントランスポールやヴインポストに取り付けることびできまず。 に00日年] 0月現在) 


♦ヴインポストに取り付けるとき 

-► サインポストに取り付けられている呼出ボタン(ユニット部)を外し、ドアホン(露出ケースを 
除 < 本体部分)を取0付けて < ださい。 

-► ヴインポストの堂光灯回路 ( AC 1 00 V )とは別のケーブルを使用し、新しく配線してください。 
-► カメラち度調節台(別売品)は、使用でさません。 


エントランスポール：松下電工(株)製 


型式 

品番 

日型 

CTP 09 SK 、 CTP 09 BK 

]0型 

CTP 10 S . CTP 10 B 

WP 03 型 

DIP 03 巨 

WP 04 型 

DIP 04 B 

WP 0 已型 

DIP 0 曰巨]、 DIP 0 己巨2 

ガーニツシユ 

DYF 94331 

ポール 4型 

DYF 94332 □ 


サインポスト：松下電工(株)製 


型式 

品番 

SP 型 

CT 470、 CT 470巨、 

CT 47 K CT 47 1 B 

SS 型 

CT 570、 CT 570巨、 

CT 已7]、 CT 已 7] 巨 

ニュー M 型 

CT 373]、 CT 3731 B 

GS 型 

CT 已巨〇□、 CT 已 61 D 、 

CT 已 62 D 、 CT 已巨 22 D 、 

CT 已己 23 D 






































ドアホン親機を巧り付ける 

参イラストは VL - MW 1 已 0 K を使用していますび、工事ち法は共通です。 

^ ドアホン親機の取り付け位置(高さ）について - 

よくご利用になる方の目の高さにモニター画面の中むびくるよラ取り付けてください。 


(例)床から約]已00 mm の高さに画面の中むびくるよラに取り付けるとき 

ドアホン親機 


スイッチ 
ボックスの中 J じ、 


約] 470 mm 



^ 壁掛け金具の取り付け位置について - 

ドアホン親機の取り付け位置び指定されている場合、壁掛け金具は下図の位置に取り付けて 
<ださい。 
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壁掛け金具を壁面に確実に取り付ける 


■ スイッチボックスに取り付けるとき 


ルねじ (4 mmx 2 已 mm 付属品) 



壁掛け金具 咐属品) 


ドアホンへ 

JIS 1個用スイッチボックス (カバー付き) 
♦カノ（一なしには取り付けられません。 

• 電源線とその他の信号配線巧などび 
ミ畳在ずる場合は、絶縁セノ（レーターを 
取0付けて < ださい。 


配線材 

• 既設の配線を使巧する場合、電源線 
( AC 100 V など)の可能性びありまず。 
そのとさは、電源を取0除いて < ださい。 



(陪7ページ) 


■ 壁に直接取り付けるとき m ! け g レ壁に取り付けるとき 


木ねじ (4 mm X 16 mm 付属品) 



石こうボードなどの壁に下図のように穴を赫大 
松下電工(株）製のはさみ金具を利用して 
取0付けて < ださい。 



(传 IJ ) VVN 3993020のとさ 

•松下電工(株)製 



♦壁掛け金具は、垂直で平らな壁に 
取0付けて < ださい。 


対ま壁 

はさみ金具品番 

3 mm 〜]日 mm 厚の合板 

WN 3990 K 

7 mm 〜18 mm 厚の石こラボード 

WN 3993020 


(次ページにつづく） 
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ドアホン親機を取り付ける（つづを) 


2 [AC 100 V電源線を直結する場合のみ] 

電源線を接続ずる I 電気工事±の資格び必要 



一 A 迂局 - 

奥まで確実に差し込む 

〇 差し込みび不十分な場合、 
発熱の原因になることび 
ありまず。 
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3 配線材を接続ずる 

♦電源線 (AC] 00 Vなど）は、絶対に接続しないでください。故障の原因になりまず。 
(陪日〜7ページ） 


#配線系統図 （B 穿] 7ページ〜裏表紙)に 
従って正しく接続してください。 

• 配線巧の抜さ差しは、各端テの横に 
あるボタンをドライバーの先などで 
巧しなびら行ってください。 




• 配線巧の線種び「よ0線」の場合は、よ0 
確実に結線ずるため、ち図の寸法の棒型 
圧着端子(市販品)を取り付けてから接続 
して < ださい。 

また、隣の端テと接触(ショート）しない 
よラに、絶縁被ふく式のタイプをご使巧 
ください。市販の圧着端テの入手び困難 
な場合は、電気工事店にご相談 < ださい。 


棒型圧着端テの寸法 （C すち図） 

径： 0.3已 mm 〜1.日 mm 長さ：日 mm 


棒型圧着端モ 配線材(よ0線） 

絶縁被ふく 

〇〇 mm _ I— I /I , ^- 

1.6 mmTi 一 11 ^- - 

^1 ^ かしめ部 [ 

9 mm 配線材の被ふくの 

むをしろは、 

圧着端テの説明書に 
従ってください。 


4ドアホン親機を取り付ける 



(次ページにつづく） 
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ドアホン親機が動作しないとを 


正しく配線されていない可能性びありまず。 

次のことを確認してください。 

参ドアホン側、ドアホン親機側の端テに、それぞれ配線材び 
確実に接続されていまずか？ 

♦正しく接続したのにドアホン親機び鳴らない場合、 

壁内での配線びおかしくなっている可能性びありまず。 
下記の手順で、確認してください。 

①いったんドアホンを外してドアホン親機の近くに 
持っていく 

0短い配線巧などを使ってち図のよラに直接つなぐ 
@再度、動作を確認ずる 

-► 正常に動作ずれば、壁内の配線に問題びあ0まず。 
配線を確認してください。 



ドアホン背面 



ドアホン親機背面 


ドアホン親機を取り付ける（つづを） 

5 [電源プラグで使用する場合のみ] 

電源プラグのキヤツプをがして、コンセント ( AC 100 V )に 
差し込む 

0 ドアホンの呼出ボタンを巧し、ドアホン親機で呼出音び鳴り、 
映像び映ることを確認ずる 
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(無極性） 
撫翻ま） 



インターホン※] 

接続巧の 
师ナ蚕5 

チヤイ S— 

フラッシュシ U —ズ 

1-1 タイプ 

の回 

チヤイ S— 

は〜い!シリーズ 

1-1 タイプ 

の回 


^ドアホン 
アダプター 



ドアホンアダプターに 
付属の電話機コード 
(日極6お） 



配線系統図 


配線系統図および r 線種と配線距離」（应=裏表紙)に従って正しく配線してください。 
■ ドアホン親機〜ドアホン間、 

ドアホン親機〜インターホンまたはドアホンアダプター間 


ドアホン1 


ドアホン親機背面 



ドアホン吕 
(増設用） 




電話機または 
ファクス 


インターホンを接続ずる場合は、ドアホン親機で「お張機器」の設定を「インターホン」に変更ずる 
必要びありまず。設定のしかたは、取扱説明書(複数あるとさは「共通-ドアホン親機編」）の 
「機能設定一覧表」をお読み < ださい。 





ザ 


ザ 

1 

ザ 

1 

ザ 

1 

ザ 


ザ 


□qP 


□町 




□町 

- 


2 3 4 5 6 7 8 




お 

掘 

m 

m 

HI? 

c 
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配線系統図（つづを） 


ドアホン親機〜テレコント□ール用エアコンアダプタ間、 
ドアホン親機〜 A 接点接続可能機器間 


テレコント□-ル用 
エアコンアダプタ※2 



テレコント □—J レ用 
エアコンアダプタ※2 



- A 接点接続可能機器間 


ドアホン親機背面 


□TP 



□TP 



□TP 



□TP 



□TP 



□TP 



□町 



□町 



□町 



□町 



□町 







8 


(無極性) 


^2テレ〕ント□ール用エアコンアダプタに接続した機器を操作 (ON/OFF) ずるには、設定び必要でず。 
設定のしかたは、取扱説明書(複数あるとさは r 共通-ドアホン親機編」）の r 電気綻やエアコンなどを 
接続して使ラ」をお読みください。 

^3 (社）日本電機工業会 (JEMA) の標準 HA 端テをちつ端末機器を指しまず。 

^4 ♦下記の定格に適応した機器を接続してください。並列接続はできません。 

(故障の原因にな0まず） 

-定格負荷： AC、DC 24 V / 0.3 A 政下 
-最ル適用負荷： DC 已V / ] mA 

• ドアホンやカメラ（別売品）の呼び出しに応答ずると、 A 接点出力は OFF になりまず。応答 
しなかった場合、 A 接点出力は約30秒間 ON になりまず。（動作の詳細は、接続機器の説明書を 
ご覧ください） 


0 12 3 4 5 6 

_ 11 -111__I 


- . -广 C -3、 

1タン2タンせ J 
御ニモ御ニモ接力 
制モ rh 制モ rh A 出 
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■ ドアホン親機〜住宅用义災警報器、移報接点アダプタ、外部センサー間 


ドアホン親機背面 


センサー 

入力 


-]7 

18 


ザ 


1 

□町 


1 

□巧 


1 

ザ 


1 

= 




15 

16 


撫翻‘生） 


センサー入力端子に接続可能な機器※已 


出力電圧： DC 約日V 
出力電流： DC 約3 mA 


住宅用乂災警報器(移報接点付さ） 
移報接点アダプタ※6 
外部センサー 


♦义災警報器に配線ずるとき 


17 

18 


□町 


□征 

: 


併用する際は 
並列接続で 

あわせて 
8台まで 


住宅用乂災警報器(移報接点付さ） 


並列接続で 
あわせて 

8台まで 



※已下記の定格に適応した機器を接続してください。 

-入力方式 ：無電圧メイク接点 

-検出確定時間：] 00 msecLU 上 
-接点あお値：メイク時 已00 n じ(下 

ブレイク時已 kn じ(上 
-端モ短絡電流： 5 mALU 下 
-端モ間電圧： DC 7 VLU 下(端モ間開放時） 

※日連動型の住宅用火災警報器を本機に接続ずるためのアダプタでず。 

-► アダプタ経由で火災警報器を接続ずる場合は、アダプタおよび接続ずる火災警報器の説明書を 
ご覧ください。 
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配線系統図（つづを) 


線種と配線距離 1下表の線種•配線距離し U 外で使用されると、動作不良の原因になりまず。 

_ J 


配線区間 

線種 

配線距離 

ドアホン親機〜ドアホン 

インターホン巧平行2線式ケーブル 
単お線 (mm) :の日.6已〜の 0.8 

100 m 政内 


♦別売品を接続ずるとさ 


配線区間 

線種 

配線距離 

ドアホン親機〜インターホン 

インターホン巧平行2線式ケーブル 
単お線 (mm) :の日.6已〜の0.8 

100 m (内 

ドアホン親機〜ドアホンアダプター 

インターホン巧平行2線式ケーブル 
(4 線式を巧） 

単お線 (mm) : 0日 .6 已〜の0.8 

ドアホン親機〜テレコント□ール用 
エアコンアダプタ 

単お線 (mm) : 0日 .6 已〜の0.9 

30 m 政内 

ドアホン親機〜 A 接点出力端テに 
接続可能な機器 

ドアホン親機接続端テの許容線種 
単お線 (mm) : 0日 .6 已〜の0.8 

接続する機器の 
仕様に従う 

ドアホン親機〜センサー入力端テに 
接続可能な機器 

ドアホン親機接続端テの許容線種 
単芯線 (mm) :の日.6曰〜の 0.8 

已日 m じ(内 
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